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 （２）スクールバス 
①児童生徒の置き去り防止 

【スクールバス運行規定から抜粋】 

11降車及び児童生徒の置き去り防止 

  （１）降車時は、運転手もしくは乗務員が降りていない児童生徒がいないか後部座席ま
で確認する。 

  （２）管理職（不在時は主幹教諭）が、最後の降車チェックを行う。 
  （３）スクールバス使用後の駐車時は、必ず置き去り防止装置をセットする。 

 

   ②降車時の確認 

ア 登校便 
１）到着前 

担任は、欠席連絡者を必ず確認する 

     ２）到着後 

 

 登校便（挾間便）降車場所に到着 

      

 

 児童生徒の降車 ⇒ 欠席者以外の降車確認（各担任） 
           ※不在の場合は、運転手、乗務員に確認 
            ⇒ 確認が取れない場合、直ちに保護者へ連絡 
 運転手、乗務員による降車確認 
 
 
 管理職（主幹教諭）による最終降車確認 
 
 

 駐車場所に移動後、置き去り防止装置をセット 

 

 

 運転手が事務室へ終了連絡 

 

イ 下校便 
      １）出発前 

        担任は当日下校便に乗車しない児童生徒を必ず連絡 

      ２）到着後 

 

 運転手、乗務員による降車確認 
 
 
 管理職（主幹教諭）による降車確認 
 
 

 駐車場所に移動後、運転手が最終降車確認 

 

 

 運転手が事務室へ終了連絡 
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③災害時等の運行における安全対策 

 

この体制は、台風や積雪などでバスの運行が通常どおり行えないときに、適切かつ迅速に、

その処置を進めるために定められるものである。 

  

                                        

6:10 

管理職による情報収集 
 7:00 

スクールバス学校出発 

 
状況の変化 

    

 

   

6:30 

運行時間の変更または 

休校の決定 

 
バスから 

学校に報告 

 

 

 

【保護者・職員】 

３９メールで連絡 
 

学校からバス

に帰校の連絡 

 

 

 （１）天候に変化があると思われるときは、前日までに分かるものに関しては、児童生徒が下校す 

るまでに３９メールの発出などの予告をし、措置の徹底を図る準備をすること。 

 （２）全職員は職員連絡網の確認を必ず行い、連絡の不徹底がないように心がけること。 

 （３）管理職による情報収集には、校長、教頭、事務長、主幹教諭が立ち会うこと。 

 （４）連絡を受けたときは、誤報につながらないよう何らかのメモをし、確実に情報を伝えるこ 

と。 

  （５）保護者への連絡は担当教員が原則として行うが、連絡がつかない場合にはこの限りではな 

い。その場合には、同学年、同学部の教職員が責任を持って伝える。 

【事務長】 

運行不可 運行不可 

運
行
可
能 

運
行
中 

【教頭】 
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④緊急時対応フローチャート 

                  

緊急事態（発作・事故等）  路肩に止め、安全確認   ※1 乗務員の見守り・観察・学校連絡（管理職）  保護者へ連絡 

※状況に応じて  救急車要請  発生場所まで応援にかけつける判断を行う 

    救急車要請（乗務員）      

                                               ※1 発作等が起こった場合→学校から救急車対応の教員は現場へ 

                                         救急車要請時の質問項目を含めた個別の対応表を備えておく 

 

  

                     ◎管理職判断で A または B の行動 

災害発生   路肩に止め、安全確認   学校へ連絡   A 近くの避難場所へ移動  学校からの連絡を待つ 

     ・児童生徒の様子を確認（乗務員）         ・避難場所へ到着したことを学校へ連絡（運転手） 

    ・車や道の周囲の状況確認（運転手）        B 学校に向かう 

 

                     保護者に連絡      

 学校電話 Tel 097-582-0326 
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⑤緊急危難場所・迂回路 
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